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２
０
２
６
年
度

が
始
ま
っ
た
。
２

０
２
５
年
は
団
塊

の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
る
年
。

地
域
包
括
ケ
ア
の

シ
ス
テ
ム
が
十
分

に
機
能
す
る
も
の
に
な
る
よ
う

に
、
懸
命
に
事
業
展
開
を
し
た

医
療
・
介
護
事
業
所
の
経
営
者

が
多
く
い
た
だ
ろ
う
。
行
政
も

ま
た
し
か
り
、
自
治
体
に
地
域

包
括
ケ
ア
課
が
で
き
た
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
神
奈
川
県
の
高
齢

化
率
も
２６
・
７
％
ま
で
上
が
り
、

高
齢
者
救
急
や
人
生
会
議
に
ま

つ
わ
る
報
道
・
話
題
が
増
え
た
。

こ
れ
か
ら
は
２
０
４
０
年
の
地

域
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
が
提
起
さ

れ
る
▼
し
か
し
、
医
療
・
介
護

事
業
も
そ
の
経
営
者
を
と
り
ま

く
環
境
も
大
変
な
厳
し
さ
を
抱

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ケ

ア
労
働
者
と
い
わ
れ
る
従
業
員

へ
の
十
分
な
賃
上
げ
が
で
き

ず
、
他
産
業
と
の
格
差
に
悩
む

経
営
者
た
ち
、
賃
金
格
差
が
人

手
不
足
に
追
い
打
ち
を
か
け
、

事
業
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い

経
営
者
た
ち
。
今
年
は
桜
が
咲

く
の
が
早
い
が
、
春
爛
漫
に
浮

か
れ
た
気
分
に
な
れ
な
い
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
住
民
す
べ
て
が

安
心
し
て
年
を
重
ね
ら
れ
る
、

住
み
や
す
い
街
だ
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
も
精
を
出
し
、
地

域
医
療
と
職
員
の
暮
ら
し
を
守

ろ
う
と
す
る
経
営
者
た
ち
は
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
た

ち
だ
▼
一
人
一
人
の
力
は
小
さ

い
が
、
知
恵
を
か
り
、
力
を
合

わ
せ
て
、
現
状
打
開
を
模
索
す

る
仲
間
と
と
も
に
前
進
し
た

い
。
そ
し
て
政
治
や
社
会
へ
の

訴
え
も
行
っ
て
い
く
保
険
医
協

会
で
あ
り
た
い
と
思
う
。
平
和

と
暮
ら
し
を
守
り
き
る
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

（
梨
杏
）

田中麻衣子
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中東情勢悪化の供給不安

「直ちに供給 滞ることはない」

衆院予算委で緊急財政支援の提案も

厚
生
局
神
奈
川
事
務
所
が
追
加
回
答

厚
生
局
神
奈
川
事
務
所
が
追
加
回
答

「
立
会
者
へ
、
発
言
は
要
請
時
に
す
る
よ
う
伝
え
た
」

歯
科
歯
科 

個
別
指
導
問
題
要
請
書

個
別
指
導
問
題
要
請
書

　

中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
う
医
療
物

資
の
供
給
不
安
を
踏
ま
え
、
政
府
は

対
応
を
進
め
て
い
る
。
医
療
用
手
袋

や
透
析
回
路
、
注
射
器
な
ど
石
油
製

品
ナ
フ
サ
を
原
料
と
す
る
製
品
の
供

給
が
、
長
期
的
に
見
て
滞
る
恐
れ
が

あ
る
か
ら
だ
。た
だ
し「
直
ち
に
供
給

が
滞
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
、政
府

は
冷
静
な
対
応
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

厚
労
省
と
経
産
省
は
３
月
３１
日
、

「
中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
医
薬

品
、
医
療
機
器
、
医
療
物
資
等
の
確

保
対
策
本
部
」
を
設
置
。
国
民
の
命

と
健
康
に
密
接
に
関
わ
る
物
資
に
つ

い
て
、
最
優
先
で
取
り
組
む
方
向
性

を
確
認
し
た
。
赤
澤
経
産
相
は
現
在

必
要
量
は
足
り
て
い
る
と
の
認
識
を

示
し
た
上
で
、
長
期
化
を
見
据
え
た

機
動
的
な
対
応
は
不
可
欠
だ
と
し
た
。

　

４
月
２
日
に
は
厚
労
省
が
、
医
療

物
資
等
の
供
給
に
関
す
る
情
報
提
供

窓
口
を
設
置
し
た
。
流
通
や
取
引
状

況
に
影
響
が
及
ん
だ
場
合
に
備
え
た

も
の
で
、
事
業
者
名
や
製
品
種
類
、

数
、
今
後
の
調
達
見
込
み
な
ど
を
情

報
提
供
で
き
る
。上
野
厚
労
相
は「
メ

ー
カ
ー
か
ら
医
療
機
関
に
至
る
ま

で
、
よ
り
積
極
的
に
情
報
収
集
を
進

め
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

　

４
月
３
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で

も
赤
澤
経
産
相
は
、
必
要
量
は
確
保

で
き
る
と
強
調
。
他
方
で
原
油
や
ナ

フ
サ
は
供
給
の
偏
り
や
流
通
の
目
詰

ま
り
が
生
じ
て
い
る
と
し
、
供
給
状

況
の
総
点
検
を
し
て
い
る
と
し
た
。　

　

上
野
厚
労
相
は
４
月
７
日
の
会
見

で
「
（
ナ
フ
サ
は
）
医
療
分
も
含
め
、
少

な
く
と
も
化
学
品
全
体
の
国
内
需
要
の

４
カ
月
分
を
確
保
し
て
い
る
」
と
し
た
。

　

３
月
３０
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で

は
医
療
機
器
の
価
格
上
昇
を
踏
ま

え
、
経
営
悪
化
を
防
ぐ
緊
急
支
援
も

提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
上
野
厚

労
相
は
状
況
を
注
視
し
、
対
応
の
可

否
を
検
討
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
医
療
団
体
や
患

者
団
体
は
、
▽
医
療
機
関
へ
の
供
給

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
、
▽
急

激
な
価
格
変
動
に
対
応
で
き
る
診
療

報
酬
制
度
の

検
討
―
な
ど

を
厚
労
省
に

求
め
て
い
た
。

要
請
項
目
③
に
対
し
て
は
、「
個

別
指
導
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は

従
来
よ
り
、
厚
生
局
か
ら
立
会

者
へ
被
指
導
者
の
氏
名
等
を
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
（
情
報
漏

洩
に
つ
い
て
）
我
々
か
ら
何
か

言
え
る
立
場
で
は
な
い
」
と
の

回
答
が
な
さ
れ
た
。
当
会
か
ら

は
「
情
報
が
漏
洩
さ
れ
な
い
よ

う
に
徹
底
し
て
ほ
し
い
」
旨
を

改
め
て
要
請
し
た
。

　

要
請
項
目
②
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
立
会
者
が
突
然
指
導
に

割
り
込
み
、
時
に
は
着
席
し
、

あ
た
か
も
指
導
医
療
官
の
よ
う

に
振
る
舞
い
、
さ
ら
に
威
圧
的

な
発
言
・
見
下
す
よ
う
な
発
言
・

不
躾
な
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る

と
の
報
告
が
歯
科
会
員
よ
り
複

数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
医
療
指

導
監
査
業
務
等
実
施
要
領
（
指

導
編
）
の
「
学
識
経
験
者
の
立

会
」
に
お
い
て
は
、「
立
会
者

に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
（
中

略
）
行
政
側
か
ら
の
要
請
が
な

い
限
り
発
言
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
前
述
の
よ
う
に
神
奈
川
の

歯
科
個
別
指
導
会
場
に
お
い
て

は
立
会
者
が
発
言
を
求
め
ら
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
指

導
に
割
っ
て
入
る
こ
と
が
常
態

化
し
て
お
り
、
帯
同
し
た
当
会

顧
問
弁
護
士
か
ら
も
複
数
の
報

告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

要
請
項
目
③
に
つ
い
て
は
、

指
導
通
知
が
届
い
た
被
指
導
者

へ
指
導
を
実
施
す
る
厚
生
局
以

外
の
人
物
か
ら
連
絡
が
入
り
、

指
導
結
果
を
ち
ら
つ
か
せ
た
歯

科
医
師
会
へ
の
入
会
勧
奨
を
受

け
る
と
い
っ
た
事
例
が
当
会
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

協
会
が
昨
年
１２
月
に
厚
労

省
・
関
東
信
越
厚
生
局
・
同
神

奈
川
事
務
所
へ
提
出
し
た
要
請

書
へ
の
追
加
回
答
が
３
月
２３
日

に
電
話
で
寄
せ
ら
れ
た
。

　

要
請
内
容
は
「
①
指
導
医
療

官
（
技
官
）
が
被
指
導
者
に
対

し
て
高
圧
的
な
指
導
を
実
施
し

て
い
る
」、「
②
立
会
者
が
指
導

会
場
内
を
巡
回
し
て
指
導
医
療

官
の
よ
う
に
振
る
舞
う
」、「
③

個
別
指
導
を
受
け
る
被
指
導
者

の
情
報
が
漏
洩
し
て
い
る
」
―

等
に
対
し
て
厳
正
な
る
対
処
・

対
応
を
求
め
た
も
の
。
今
回
は

②
・
③
に
つ
い
て
の
回
答
と
な

る
（
要
請
項
目
①
に
つ
い
て
は

今
年
１
月
９
日
に
同
神
奈
川
事

務
所
か
ら
当
会
へ
回
答
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
〈
３
月
５
日
号
参

照
〉）。

　

要
請
項
目
②
に
対
し
て
は
、

「
今
年
の
１
月
以
降
、
毎
回
個

別
指
導
前
に
立
会
者
へ
『
こ
ち

ら
（
同
事
務
所
）
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
時
に
発
言
し
て
く
だ
さ

い
』
と
伝
え
て
い
る
」
と
回
答
。

厚
労
委
員
会
で
の
追
及
を
求
め

た
。
丸
尾
議
員
は
「
今
後
の
委

員
会
で
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
、

ぜ
ひ
質
問
し
た
い
」
と
し
、
独

立
行
政
法
人

医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
で

の
法
務
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

の
経
験
を
踏
ま
え
、
徐
々
に
見

識
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
の
前

向
き
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

医
療
現
場
の
訴
え

が
有
効

丸
田
康
一
郎
議
員

　

丸
田
康
一
郎
議
員
（
衆
・
自

民
）
と
の
懇
談
で
は
消
費
税「
損

税
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
病
院

団
体
の
声
明
を
例
に
、
診
療
報

酬
で
の
補
填
分
が
１
０
０
％
で

は
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。
丸

田
議
員
は
協
会
の
要
請
を
受
け

止
め
た
上
で
、「
役
人
は
ロ
ジ

カ
ル
に
論
戦
し
て
く
る
が
、

〝
こ
う
い
う
患
者
さ
ん
が
困
る
〟

と
い
う
具
体
例
で
訴
え
か
け
る

こ
と
も
必
要
。
地
元
の
先
生
か

ら
の
お
話
が
官
僚
に
訴
え
る
際

の
厚
み
に
な
る
」
と
し
て
、
医

師
・
歯
科
医
師
か
ら
の
情
報
提

供
を
求
め
た
。
後
日
、
地
元
で

開
業
す
る
役
員
と
の
顔
つ
な
ぎ

を
行
っ
た
。

医
療
用
資
材
の
供
給

不
足
に
危
機
感

笠
浩
史
議
員

　

笠
浩
史
議
員
（
衆
・
中
道
）

と
の
懇
談
で
は
、
原
油
不
足
に

よ
り
医
療
用
資
材
の
供
給
に
影

響
が
出
始
め
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
昨
今
の
薬
剤
供
給
不
足

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
事
態
で

あ
る
と
訴
え
た
。
田
辺
理
事
長

は
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
射
液
が
注

文
か
ら
３
カ
月
経
っ
て
納
品
さ

れ
た
と
の
実
例
を
挙
げ
た
。
笠

議
員
は
「
早
め
に
手
を
打
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
、
今
国
会
で
の
緊
急
対
策
が

必
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。

精
神
科
存
続
に
危
機
感

畑
野
君
枝
議
員

　

畑
野
君
枝
議
員
（
衆
・
共
産
）

と
は
、
主
に
原
油
不
足
に
伴
う

医
療
用
資
材
の
供
給
状
況
に
つ

い
て
懇
談
。
藤
田
理
事
は
「
キ

シ
ロ
カ
イ
ン
な
ど
局
所
麻
酔
剤

の
供
給
不
安
に
拍
車
が
か
か

り
、
点
滴
バ
ッ
グ
等
の
医
療
材

料
に
も
影
響
が
出
始
め
て
い

る
」
と
説
明
。
畑
野
議
員
も「
歯

科
用
グ
ロ
ー
ブ
の
出
荷
抑
制
の

情
報
が
入
っ
て
い
る
」
と
し
、

明
日
の
党
対
策
本
部
で
早
急
に

検
討
し
た
い
と
応
じ
た
。
ま
た
、

２６
年
度
改
定
に
よ
り
「
通
院
・

在
宅
精
神
療
法
」
が
施
設
基
準

を
満
た
さ
な
い
と
４
割
減
算
さ

れ
る
問
題
で
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
を
支
え
て
き
た
精
神
科
医
師

が
閉
院
に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な

い
現
状
に
危
機
感
を
示
し
た
。

後
日
、
議
員
か
ら
厚
労
省
レ
ク

チ
ャ
ー
を
設
置
す
る
旨
の
連
絡

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

３
月
２５
日
、
協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
し
た
。
田
辺
理
事
長
・
藤
田
理
事

が
参
加
し
、
今
回
初
懇
談
と
な
る
丸
尾
南
都
子
・
丸
田
康
一
郎
両
議
員
（
衆
・

自
民
〈
い
ず
れ
も
厚
労
委
員
〉）
を
含
め
、
４
名
の
議
員
に
要
請
を
行
っ
た
。

3・25国会行動

自
民
党
厚
労
委
２
名
と

懇
談

供
給
不
足
へ
の
迅
速
対
応
も
言
及

丸田議員

畑野議員笠議員

　

要
請
内
容
は
次
の
通
り
。
▽

診
療
所
の
経
営
改
善
、
▽
「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
負
担
追
加
（
薬

価
の
２５
％
）
の
中
止
、
▽
高
額

療
養
費
制
度
の
月
額
負
担
上
限

額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
、
▽

資
格
確
認
書
の
全
被
保
険
者
へ

の
交
付
、
▽
診
療
報
酬
の
消
費

税
「
損
税
」
解
消
の
た
め
に
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、

▽
原
油
不
足
に
伴
い
医
療
用
資

材
の
供
給
が
滞
ら
な
い
よ
う
対

策
を
講
じ
る
こ
と
―
の
６
点
。

過
去
の
経
験
か
ら

委
員
会
質
問
に
前
向
き

丸
尾
南
都
子
議
員

　

丸
尾
南
都
子
議
員
（
衆
・
自

民
）
と
の
懇
談
で
は
、
主
に
「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
の
負
担
追
加
、

高
額
療
養
費
制
度
の
月
額
負
担

上
限
額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と

に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。
受

診
抑
制
を
前
提
と
し
た
制
度
変

更
へ
の
問
題
意
識
を
共
有
し
、

丸尾議員

医療物資等の供給
情報提供窓口


